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ス
ト
ッ
プ
９
条
改
憲

５
・
３
憲
法
集
会
に
２
万
人

４・
25
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
」
を
訴
え
る
協
会
役
員
ら

＝
３
日
、
扇
町
公
園 　
　
　
　
　
　
　
　

　

憲
法
記
念
日
の
３
日
、
安

倍
政
権
が
進
め
る
９
条
改
憲

に
ス
ト
ッ
プ
を
訴
え
る
集
会

（
主
催
・
お
お
さ
か
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
）
が
扇

町
公
園
で
開
か
れ
、
協
会
か

ら
戸
井
逸
美
副
理
事
長
ほ
か

理
事
、
技
工
士
、
事
務
局
員

ら
20
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
二
宮
厚
美
・
神

戸
大
学
名
誉
教
授
が
ス
ピ
ー

チ
し
た
。
二
宮
氏
は
野
球
に

な
ぞ
ら
え
な
が
ら
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
、
外
交
、
改
憲
な
ど

安
倍
政
権
が
性
急
に
押
し
進

め
て
き
た
３
つ
の
看
板
政
策

は
国
民
の
運
動
で
ア
ウ
ト
に

追
い
詰
め
て
い
る
と
分
析
。

安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
、
改

憲
を
と
め
る
国
民
の
思
い
の

実
現
は
も
う
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
あ
る
と
訴
え
た
。

記
事
は
前
号
掲
載
。

◇

【
面
談
】

衆
院

〈
共
産
〉
清
水
忠
史

参
院

〈
共
産
〉
山
下
芳
生
、
大
門

実
紀
史
、
辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】

衆
院

〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、
岡
下

昌
平
、
谷
川
と
む
、
佐
藤
ゆ

か
り
、
神
谷
昇
、
大
西
宏

幸
、
中
山
泰
秀
、
大
塚
高

司
、
左
藤
章
、
長
尾
敬
、
原

田
憲
治
、
竹
本
直
一
〈
公

明
〉
鰐
淵
洋
子
、
北
側
一

雄
、
伊
佐
進
一
〈
立
民
〉
長

尾
秀
樹
、
辻
元
清
美
、
尾
辻

か
な
子
、
村
上
史
好
、
森
山

浩
行
〈
維
新
〉
遠
藤
敬
、
馬

場
伸
幸
、
足
立
康
史
、
谷
畑

孝
〈
国
民
〉
平
野
博
文
〈
無

所
属
〉
馬
淵
澄
夫

参
院

〈
公
明
〉
山
本
香
苗
、
杉
久

武
〈
維
新
〉
高
木
か
お
り

　

協
会
が
４
月
25
日
に
取
り

組
ん
だ
国
会
行
動
で
要
請
し

た
議
員
は
次
の
通
り
。
報
道

　

協
会
も
参
加
す
る
お
お
さ

か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
は

集
会
に
先
立
ち
、
会
場
前
で

保
団
連
の
新
し
い
バ
ッ
ジ
と

リ
ー
フ
な
ど
、
新
た
な
憲
法

守
れ
の
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る

宣
伝
に
取
り
組
み
、市
民
・
共

闘
団
体
に
普
及
を
行
っ
た
。

い
っ
せ
い
に
「
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲

げ
、
２
万
人
の
参
加
者
が
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。
集
会

後
、
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
街
頭
に
「
憲
法
守
ろ

う
」
を
コ
ー
ル
す
る
パ
レ
ー

ド
を
行
っ
た
。

　

政
党
か
ら
は
日
本
共
産

党
、
立
憲
民
主
党
、
社
民
党

の
代
表
が
「
次

の
参
院
選
で
は

野
党
共
闘
の
力

で
安
倍
政
権
を

倒
そ
う
」
と
連

帯
の
挨
拶
を
行

っ
た
。
最
後

に
、
９
条
改
憲

発
議
を
許
さ

ず
、「
平
和
と

い
の
ち
と
人
権

が
輝
く
未
来
の

た
め
に
、
み
ん

な
の
力
で
、
ア

ベ
政
治
を
終
わ

ら
せ
ま
し
ょ

う
」
と
の
集
会

宣
言
を
確
認
。

相
互
実
習
が
好
評

新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座
開
く

ブラッシング指導で
相互実習する参加者
＝12日、保険医会館

　

退
職
願
の
提
出
後
に
そ
れ

を
撤
回
し
た
い
と
言
っ
て
き

た
職
員
が
い
ま
し
た
が
、
応

じ
る
義
務
は
あ
り
ま
す
か
。

 

（
60
代
・
男
性
）

一
方
的
な
解
約
の

意
思
表
示
の
場
合

　

退
職
願
が
職
員
の
一
方
的

な
雇
用
契
約
解
約
の
意
思
表

示
で
あ
る
場
合
は
、
意
思
表

示
の
相
手
方
、
す
な
わ
ち
院

長
の
同
意
が
な
け
れ
ば
撤
回

は
で
き
ま
せ
ん
。

合
意
解
約
の

申
し
入
れ
の
場
合

　

問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
は
、

退
職
願
の
提
出
が
一
方
的
な

雇
用
契
約
解
約
の
意
思
表
示

な
の
か
、
ま
た
は
合
意
解
約

の
申
し
入
れ
な
の
か
と
い
う

場
合
で
す
。
判
例
で
は
「
辞

さ
れ
た
く
な
い
場
合
は
退
職

承
諾
書
等
で
意
思
表
示
を
し

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

余
談
で
す
が
、
年
次
有
給

休
暇
は
職
員
が
そ
の
全
部
を

行
使
す
る
前
に
退
職
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
効
力
が
発
生

す
る
ま
で
の
間
に
行
使
し
な

い
限
り
消
滅
す
る
と
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

書
面
で
提
出
し
て

も
ら
う

　

退
職
は
雇
用
関
係
の
消
滅

と
い
う
重
大
な
効
果
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
か
ら
明
白
確

実
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
退
職
の
意
思
表
示
は

口
頭
で
も
有
効
と
さ
れ
ま
す

が
、
本
人
に
直
接
会
う
な
ど

し
て
本
人
か
ら
真
意
を
確
認

し
、
本
人
か
ら
退
職
願
を
提

出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
退
職
願
の
内
容
で

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
の
は
、

①
退
職
理
由
と
退
職
日
は
必

ず
明
記
、
作
成
日
も
忘
れ
な

い
こ
と
②
文
章
を
院
長
が
作

成
し
、
署
名
だ
け
さ
せ
る
よ

う
な
こ
と
は
し
な
い
―
―
こ

と
で
す
。

　

退
職
時
の
ト
ラ
ブ
ル
は
激

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
後

に
な
っ
て
、「
自
己
都
合
で

な
く
、
無
理
や
り
退
職
さ
せ

ら
れ
た
」
と
か
解
雇
予
告
手

当
の
支
給
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。

 

（
社
労
士
・
桂
好
志
郎
）

表
（
退
職
願
）
の
提
出
は
一

方
的
な
解
約
の
意
思
表
示
で

は
な
く
、
合
意
解
約
の
申
し

入
れ
」
だ
と
す
る
解
釈
が
通

説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
人
の
退

職
を
承
諾
す
る
旨
の
意
思
表

示
が
な
さ
れ
る
前
で
あ
れ
ば

退
職
願
の
撤
回
は
原
則
と
し

て
可
能
と
な
り
ま
す
。
撤
回

第11回 退職願の撤回

退職承諾前なら
原則として可能

イラスト・辻井タカヒロ

　　雇用　　雇用
トラブルトラブル

社労士が解決！

身近な

保
険
で
良
い
歯
科

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
大
阪
連
絡
会
」
が
結

成
さ
れ
10
年
目
を
迎
え
、

６
月
９
日
に
は
第
10
回
総

会
が
開
か
れ
る
。
協
会
は

２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬

改
定
へ
向
け
、
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
請
願
署
名
を
５
月
か
ら

10
月
末
ま
で
取
り
組
む
。

「
お
金
の
心
配
を
し
な
い

で
歯
科
治
療
を
受
け
た

い
」「
保
険
の
き
く
治
療

を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
患
者
・
国
民
の
願
い

に
応
え
る
に
は
、
歯
科
治

療
の
充
実
に
必
要
な
費
用

を
国
の
責
任
で
確
保
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
だ
。
運
動

と
世
論
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
急
務
に
な
っ
て
い

る
。

　

「
保
険
で
良

い
歯
科
」
運
動

の
原
点
は
、
１

９
９
２
年
に
提
起
さ
れ
た

「
保
険
で
良
い
入
れ
歯

を
」
運
動
だ
。
同
年
１
月

に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
「
老
人
と
入
れ

歯
―
―
噛
め
な
い
、
話
せ

な
い
、
笑
え
な
い
入
れ
歯

の
ハ
ナ
シ
」
で
歯
科
の
低

過
ぎ
る
保
険
点
数
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
、
運
動
の
契

機
に
な
っ
た
。

　

放
送
直
後
か
ら
保
団
連

は
じ
め
全
国
の
協
会
は

「
入
れ
歯
点
数
の
２
倍

化
」
を
獲
得
目
標
に
掲

げ
、「
保
険
で
良
い
入
れ

数
を
超
え
、
大
阪
で
は
約

６
割
の
自
治
体
に
ま
で
広

が
っ
た
。
幅
広
い
国
民
的

世
論
を
背
景
に
94
年
の
診

療
報
酬
改
定
で
厚
生
省

（
当
時
）
は
総
入
れ
歯
の

点
数
を
40
％
ア
ッ
プ
さ
せ

た
。

を
」
運
動
は
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
を
」
運
動
へ

と
発
展
し
、
社
会
保
障
費

削
減
路
線
に
対
峙
し
た
。

　

口
腔
と
全
身
の
健
康
の

関
係
が
認
知
さ
れ
、
歯
科

医
療
の
重
要
性
に
注
目
が

集
ま
る
一
方
で
、
口
腔
の

型
社
会
保
障
」
を
口
実

に
、
患
者
負
担
増
や
消
費

増
税
の
強
行
を
予
定
し
て

い
る
。
今
後
、
75
歳
以
上

の
患
者
窓
口
負
担
を
原
則

１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上

げ
る
こ
と
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
受
診
抑
制
と

健
康
格
差
の
拡
大
に
拍
車

を
か
け
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。

　

歯
科
請
願
署
名
の
成
功

な
く
し
て
、
歯
科
医
療
の

充
実
を
願
う
国
民
の
期
待

に
は
応
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
」
の
実
現

へ
、
全
会
員
に
協
力
を
呼

び
か
け
る
。

　

２
０
０
０
年
に
入
る

と
、
小
泉
「
構
造
改
革
」

で
患
者
負
担
増
や
医
療
費

削
減
が
強
行
さ
れ
、
受
診

控
え
と
低
歯
科
医
療
費
政

策
で
「
歯
科
医
療
崩
壊
」

の
危
機
が
進
行
し
た
。

「
保
険
で
良
い
入
れ
歯

健
康
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
。
小
泉
「
構
造
改
革
」

を
上
回
る
社
会
保
障
費
削

減
を
進
め
る
安
倍
政
権
の

も
と
、
経
済
的
理
由
に
か

ら
患
者
に
な
れ
な
い
国
民

が
増
え
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
「
全
世
代

歯
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

国
民
的
な
運
動
を
展
開
。

各
地
で
学
習
会
や
署
名
運

動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
自
治
体
に
「
保
険
で

良
い
入
れ
歯
を
」
求
め
る

意
見
書
採
択
を
要
請
し

た
。
意
見
書
は
全
国
の
半

国
民
の
期
待
に
応
え
よ
う

施
。
午
後
に
は
、
助
手
編
で

受
付
事
務
の
基
礎
知
識
に
つ

い
て
、
衛
生
士
編
で
口
腔
ケ

ア
の
基
礎
知
識
や
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
の
相
互
実
習
を
行
っ
た
。

　

水
原
氏
は
、
好
感
と
信
頼

を
得
る
に
は
「
相
手
や
状
況

に
応
じ
た
、
行
き
届
い
た
気

配
り
が
大
切
」
で
、「
そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
に
あ
っ
た
ひ
と

言
を
掛
け
る
こ
と
で
『
患
者

様
プ
ラ
イ
ド
』
を
く
す
ぐ
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
述

べ
、
併
せ
て
確
か
な
技
術
力

と
知
識
を
身
に
つ
け
る
よ
う

強
調
し
た
。

　

助
手
編
で
は
、
西
川
眞
二

氏
（
臨
床
学
術
部
副
部
長
）

が
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の

た
め
の
歯
科
保
険
診
療
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
』
を
テ
キ
ス
ト
に

受
付
事
務
の
基
礎
知
識
と
歯

科
診
療
の
流
れ
を
解
説
。
衛

生
士
編
で
は
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ

ス
を
用
い
た
相
互
実
習
を
行

い
、
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
で
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
注
意
点
や
ブ

ラ
シ
の
当
て
方
な
ど
に
つ
い

て
指
導
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
歯
科
の

器
具
の
使
途
が
明
確
に
学
べ

て
よ
か
っ
た
」「
症
例
別
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
が
分
か

り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

子
氏
（
元
大
手
前
短
期
大
学

教
授
）
を
講
師
に
、
接
遇
マ

ナ
ー
の
基
礎
や
ト
ラ
ブ
ル
対

応
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
実

　

臨
床
学
術
部
は
12
日
、
新

人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
を
開

催
し
、
ス
タ
ッ
フ
ら
97
人
が

参
加
し
た
。
午
前
は
水
原
道


